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1．緒論 

 現在，日本に自生する 7000 種の維管束植物のうち，レッドリストで

絶滅危惧ⅠA 類 (CR)，絶滅危惧ⅠB 類 (EN)，絶滅危惧Ⅱ類 (VU) に

指定されている種は，2155 種にのぼる 3)．野生植物の減少には，開発，

盗掘，食害や温暖化などの要因が挙げられ，生物多様性の損失に繋が

っている．生物多様性とは，遺伝的多様性，種多様性，生態系の多様

性の 3 段階で構成され，中でも遺伝的多様性の維持は，長期的な種の

存続のため必要である．現在では，SSR 遺伝子座に存在する対立遺伝

子の多型性の高さから遺伝的多様性の評価を行う方法が一般的である． 

 チチブイワザクラ (Primula reinii var. rhodotricha) は，サクラソウ科サクラソウ属コイワザクラ 

(Primula reinii) の変種で，武甲山固有の多年生草本である．武甲山の標高 900m 前後の石灰岩の北側斜

面にかつて自生していたが，現在自生集団は確認されていない．武甲山は全山石灰岩で，固有の植物群

落が形成されており，チチブイワザクラ以外にいずれも絶滅危惧植物であるキバナコウリンカ，ブコウ

マメザクラ，チチブリンドウなどが武甲山石灰岩特殊植物群落として登録されている． 

サクラソウ科は，地下茎による栄養繁殖と虫媒による種子繁殖の 2 つの繁殖様式をもつ．他殖促進の

ため，異型花柱性と呼ばれる雄蕊と雌蕊の長さが異なる 2 種類の花型の花をつける．しかし近年，サク

ラソウ (Primula sieboldii) を例とした日本固有のサクラソウ属で，開発による自生地の縮小，送粉昆虫

の消失から異型花柱性が崩壊し，自殖が進むことで，集団内の遺伝的多様性の低下が報告されている 4)．

チチブイワザクラも同様に開発に伴って自生地が消失しており，現存する個体が少数のため，絶滅危惧

ⅠA 類（CR）に指定されている 3)．そこで本研究では，チチブイワザクラを適切に保全するために，残

存個体の遺伝的多様性を把握する事を目的とする． 

 

2．材料と方法 

2-1．材料 

材料は，埼玉県秩父市武甲山の株式会社太平洋セメント三輪鉱業所内に管理されているチチブイワザ

クラ株 171 個体を対象とした．この中から 20 個体を選出し，葉を 1～2 枚ずつ採取してシリカゲルで乾

燥保存した．また，6，8，10 月には植物体の観察を行った． 

2-2. 方法 

 改良ガラス濾紙法 2)により抽出した 4個体のDNAを用いてDNAの増幅を確認した．増幅に用いた SSR

プライマーは，サクラソウで開発された 76 組を使用した 4)5)6)7)8)．このうち単一なバンドが見られたサ

ンプルについて，DNA 塩基配列解析装置 (3100 Gnetic Analyzer, ABI PRISM
TM

) で泳動し，多型の有無を

確認した．次に多型性が確認されたプライマーを用いて，20 個体のサンプルの DNA 多型を解析した．

多型の解析は，DNA フラグメント解析用ソフト (Peak Scanner
TM，Applied Biosystems ) を用いて行った．

各遺伝子座の評価は，遺伝的多様性評価ソフト (Arlequin ver 3.1, Laurent Excoffier) を用いて，対立遺伝

子数 (Na)，ヘテロ接合度の観察値 (Ho)，ヘテロ接合度の期待値 (He)，近交係数 (Fis) で表した． 

 

3．結果 

 DNA の増幅に用いたプライマー76 組のうち 24 組で単一のバンドが確認され，DNA 塩基配列解析装

置によるスクリーニングで，4 組の遺伝子座から多型が確認された．この 4 組の遺伝子座を 20 個体に適

用した結果を表 1 に示す．表 1 より 1 遺伝子座あたりの対立遺伝子数は平均 2.5，ヘテロ接合度の観察値

は 0.437，ヘテロ接合度の期待値は 0.503，近交係数の平均値は 0.103 であった． 

 



表 1．チチブイワザクラ 20 個体における 4 遺伝子座の解析結果 

 

4．考察  

表 1 より，ヘテロ接合度の期待値が 0.503

で，ヘテロ接合度の観察値の 0.437 を上回っ

たことから，ハーディ・ワインバーグ平衡下

になく，ホモ接合体が多いことが示唆された．

また，近交係数の値が 0 に近い場合，個体群

内で自由交配が行われていることを示してい

る．しかし表 1 から，近交係数の平均値が

0.103 であることから，近親交配が行われてい

ることが考えられる．八ヶ岳に自生する 1 集

団のサクラソウ 16～24 個体を対象とした同一の遺伝子座による解析では，近交係数の平均値は 0.24 で

あったことから，サクラソウがチチブイワザクラに比べ近親交配の頻度が高いといえる．しかし，サク

ラソウでは緯度や集団サイズによって近交係数が大きく変動することが知られている 5)．従って，チチ

ブイワザクラは八ヶ岳に自生するサクラソウに比べて自由交配が行われていると断言出来ない． 

サクラソウは，長花柱花の一部では自殖を行うことも知られている．しかし自殖個体は近交弱勢の影

響を強く受け，他殖個体に比べて生長が悪く生存率が低いことが報告されている 5)．チチブイワザクラ

個体群では，他の個体に比べて早く地上部を枯らした個体が 1 割程度確認されており（8 月），6 月に結

実が確認された 11 個体は 8 月には 9 個体減少し，正常な種子生産が行われていなかった．また，結実が

確認された個体は全て長花柱花であった．以上のことからサクラソウと同様に，チチブイワザクラにお

いても自殖あるいは遺伝的に近縁な個体間での交配が行われた結果，近交弱勢による影響が表れている

と推測される．従って，今後より多くの遺伝子座を用いて全個体の SSR 解析を行い，詳細な遺伝的多様

性の解析を進める必要がある．また，チチブイワザクラの適切な保全のために，結実率や開花率，生長

速度などの生態学的な観察を行うことが期待される． 
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遺伝子座 Na Ho He Fis 

ga0344 2 0.700  0.466 -0.499 

ga0668 2 0.350  0.480 0.272  

ga0691 4 0.300  0.598 0.498  

ga0948 2 0.400  0.466 0.142 

平均値 2.5 0.437  0.503  0.103 


